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（学年）専攻科２年、（教科・科目）看護・情報科学              個人学習  

 

（単元） 看護と情報倫理 

 

（本時のねらい）                     

 １．事例（事件）を自分のこととしてとらえ、さまざまな角度から要因を考察すること

ができる。  

 ２．自分自身の倫理観を見つめ直し、看護専門職としての倫理観について考えることが

できる。 

 

（ICT 活用方法） 

 実際に起きた「情報倫理と医療」や「患者の権利と情報」に関する事例（事件）をイン

ターネット等を活用して検索し、登場人物や関係性、時間経過とその後の成り行きなど、

分かる範囲で詳細に調べてまとめる。この事例（事件）が起きた要因を文献などを参考に

考察し、個人レポートを文書作成ソフトで作成してコラボレーションプラットホームの「課

題」で提出する。  

 コラボレーションプラットホームには課題の詳細をスライド資料で添付し、後で確認で

きるようにする。またルーブリック評価も添付して、学生が確認できるようにし、評価規

準を明確にする。提出されたレポートは、教員がルーブリックで評価し、コラボレーショ

ンプラットホームで返却する。  

 

（本時の展開） 

時間 学習活動  指導事項  ＩＣＴ活用方法  

導入 

５分 

・課題の詳細をとコラ

ボレーションプラット

ホームの操作方法を

理解する。  

・課題や今後のスケ

ジュール、コラボレ

ーションプラットホ

ームの操作について

説明する。  

・コラボレーションプラ

ットホームの課題にス

ライド（プレゼンテー

ションソフト）を添付し

ておく。 

展開１ 

８０分 

・実際に起きた情報倫

理に関する事例（事

件）とその詳細を検

索する。  

・起きた要因や対策な

どを文献を活用して

考察する。  

・文書作成ソフトで個人

レポートを作成する。 

・インターネット検索

をする際の注意点を

再確認する。（信憑性

の高いサイトを見る

など）  

・机間点検などで質問

を受け、個別に対応

する。  

 

・個々の一人一台端末で、

インターネットを活用

して検索する。  

 

 

 

 

・文書作成ソフトで各自

レポートを作成する。  
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まとめ 

５分 

 

・提出期限と提出方法、

今後のスケジュールを

確認する。 

・提出期限と提出方

法、今後のスケジュ

ールを再度説明す

る。 

・コラボレーションプラ

ットホームを再度開き

説明する。 

 

（授業の様子）    

≪コラボレーションプラットホームの課題の画面≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪レポート評価項目≫          ≪ルーブリック（一部）≫ 
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≪提出されたレポート一覧≫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人ひとりのレポートを開いて見ることができる。提出状況はもちろん、

評価も一覧になるため見比べやすい。  

 

≪提出されたレポートの教員画面≫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑フィードバックも

入力できる  
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≪ルーブリック評価画面≫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計点は自動で計算され、成績は表計算ソフトにエクスポートできる。  

 

（生徒の反応と課題、改善を要する点） 

 課題の提出を電子データにすることで、提出忘れや提出遅れがなく、全員期限に提出す

ることができた。しかし、操作ミスがないよう各自で確認するよう説明していたが、それ

でも２名が文書の添付なしで提出していた。社会に出てから書類の提出などを電子媒体で

行うことも多くなるため、操作に慣れるためにもこのような電子データでの提出を増やし

ていきたいと思った。 

 教員側としては、電子データなので保管の場所もいらず、評価においてもルーブリック

項目をクリックしていけば自動で点数が計算され反映されるため、負担が軽減されている

と感じた。各項目にフィードバックも入力できるため、なぜこの評価なのか、生徒に明瞭

な説明をすることができた。 


